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高野他寄双胎で出生し梶児の発育発達の経時的研究

められない。 1女児では出生時を除き全ての丹齢で二卵性

群の方が上回る値が得られている6なお試これぢの結果
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第3 表　体重区分の推移（体重バーセソタイル法にする区分＞ ＜』ン内は一卵性群の数

陀
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ll郭　、　二幽鋸一1一一’男丁←匡
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」　　　　　　　　バ　　　　　　　　　　　　　rτゆ
組撒．（1ゴ（茎）上8派11派ll』協毒て｝張も㌃窃、 （む毒

『h

．（注ン・門男くr卵性男児、 』二男＝・二卵性男児』　 r女＝一卵悔玄児 　二女1二卵性女児、

れたものはr卵性群5例1（同r緯は1組のみ），二卵性群

15、例‘（同甘組昧1 組のみ〉 の計10例（17．2％） である。

〈2）へ各組毎の運動機能発逮1

く一 2児のいずれも が全ての運動機能におく「れが認められ

たも二φは｛卵性群の男1組のみである6．低出生体重児で

あろたこ，と以外に周生期に特筆す！§き異常彫まない6 ひ

　「首すわり 上以外の運動項目におくれが薗児に認めら

・れたものは！男児一卵性群と女児二卵性群に各零：1組あ

り，こともに在胎35週の低出生体露児であづた。この2粗

に共通 していえるこどは，レ「首すわ、り、」「は特におくれて

おらず．「ぴとりすわり∫は軽度のおぐれがあったにすぎ

なかったが，立位をとる運動におくれがはうきり二とLて

きた点である。殊に，後者の場合歩行開始が第；児斎劃5

か月，第2児が18か月となっている。なお，ごめ2恕と

職神経学的には異常は認められない。

，歩行開始に第1児と第2児との間に1か月以竃の差が

生じたもの1は上記の例を含め，・男女一卵性群各々工紐舜

二卵性群重は男女各々4組ど二卵性群に多レ きφrなお㍊ご

のうち神経学的異常が診断されていたものは曾卵性群男

児∫（第2児のみ） と二卵性群の男児2例て異組窓とむに

第2児） となっており1 神経学的異常のながった他優例

ではおくれのある方が全て低出生体重児であづたづll
、1

ン

』卑、圏＝1・察 『
、

　 、

さ双胎の頻度は死産を含めて全出産の約0｝6％．（19灘年〉

ど報告鉱さ，れてお膓、鈴村4トらも双胎の頚度はQ佑6％ど

述べている5 』わが国では双胎は150～160回の出産に山組

の発生がみられるごどになる。』愛育病院における1965票』

から10年間め双胎の割合は全出産の鉱52槽0胃4％の間睡

分布しており，全国的調査結果と大差は認め彦控な熔ひ
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も類似性が強いと報告している乙・まだ 単レ趣動農能に

限らず人醗達においても一卵性群で鷺り夢致跡面
いこどを示している綴告が多く欝村手ぢ職f一由頭らモ亀も

轡の検徽髄検蹴徽告しで峰よ1繍わ獅例
についても一卵性群も二卵性群もほぽ類似した発達バ卿

肖ソをみせていることがら詳特に祥紐学印異常の認めら

れ蔚ものにおい胴紛賭や彫め魏条件に獅
てはr卵性群はより強い←致性をむらて発達し，Tl二卵性

群も大差は生じないと考えてむよ1いの竜峠な・“だiろす

かよ双胎の発達における両児の差は林鍛の例匡もみられ・

るように一方に明らかに異常がない限1り1著明な差が生じ

ない碗達すると思われもこの場飯市励囎娩
達を促すためには家庭におげう扱い方が大切であると躰

う天羽20｝の謙同意した呼即∬｝・熟∴壷・一顧｛

』…V』輩鍬 』』 』・』〔1』氏∫ン｛、敏～：、÷，；、

、“

　双胎のうち両児が揃6tおり同性塗ある』ものを出生時
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から3歳まで追跡し，発育発達状態を調査した。

　身体発香は各月齢とも厚生省値を下回る計測値を示

し，これは一卵性群。二卵性群についてもいえる。発育

様相は一卵性群がほぼ一致した経過を示すのに対して二

卵性群では一致しないものが多い。

　運動機能発達に関しては著明は遅滞をみせたものはな

いが，一児と二児との間で発達に差参みられたものは周

生期や出生体重に異常を認める揚合が多く，双胎では運

鱗達螺麟件畷蘇解よる猷り甦期腰因
を求めることができる。
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